
 

令和５年度 一般社団法人彩の国 SC ネットワーク 定期総会 

＜議事録＞ 

開 催 日 時 令和５年６月 18 日（日）14：00～15：50 

開 催 場 所 スポーツ総合センター 301・302 研修室 

出 席 者 (一社)彩の国 SC ネットワーク     22 クラブ 24 名 

○総社員の議決権の数        22 個 

○出席社員数（正会員）数    22 個   ○委任状   18 個 

○この議決権の総数          40 個 

出席理事・監事 【理事】田口嘉章、相澤和江、石井理恵、小林有希、杉浦潤 

【監事】野澤誠一 

議     長  田口 嘉章 

１ 開会のことば         一般社団法人彩の国 SC ネットワーク 代表理事 田口 嘉章 

 

２ 議題  

  定款第 19 条の規定により、議長に田口代表理事が選出された。 

  定款第 20 条の規定により総会の成立が確認された。 

  定款第 22 条の規定により総会議事録署名人が確認された。 

 

第１号議案 令和 4 年度事業報告・収支決算および監査報告 

相澤理事より資料に基づき、プロジェクト事業として、中学校部活動の地域移行に

ついて考える（シンポジウム）、クラブ紹介動画の作成、クラブ間交流事業として、

スポーツ鬼ごっこ in ふくはらスポーツクラブ、サッカー交流大会（加須市）、バ

スケットボール交流大会（北本市）、クラブミーティング 2022（上尾市）、ステッ

プアップ研修会（オンライン研修）、広報事業についての説明があった。 

小川事務局長より資料に基づき、令和４年度正味財産増減計算書、貸借対照表、財

産目録についての説明があった。また、野澤監事より、監査報告があった。 

議長は、上記事業報告及び決算の説明報告により、その承認を求めたところ、満場

異議なくこれを承認可決した。 

 

第 2 号議案 定款変更について 

彩の国 SC ネットワーク定款変更（案）について議長より説明があった。 

彩の国 SC ネットワークでは、法人化した段階から現行の定款通り進めてきたが、

第 23 条の変更について提案がなされた。理事による登録・認証制度の対応、中学



校部活動の地域連携・地域クラブ活動への移行に関わる負担が大きくなると見込

み、理事数の上限を 9 名から 13 名にする提案がなされた。 

議長は、上記提案の承認を求めたところ、満場異議なくこれを承認可決した。 

 

第３号議案 令和 5 年度役員の退任及び新役員の選出について 

議長は、理事渡邉 啓吾及び監事野澤 誠一が本定時総会の終結と同時に自己都合

で、退任することになるので、辞任の申出があった理事渡邉 啓吾並びに監事野澤 

誠一の後任者の選任が必要となる旨を述べ、その選任方法を諮ったところ、出席社

員中から議長の指名に一任したいとの発言があり、一同これを承認したので、下記

の者を指名し、この者につきその可否を諮ったところ、満場異議なくこれに賛成し

たので、下記のとおり可決確定した。 

 

 

旧理事           新理事 

            渡 邉 啓 吾   →   小 泉 孝 宏    新任 

 

旧監事           新監事 

野 澤 誠 一   →   舟 木 泰 世    新任 

  

なお、被選任者は、席上その就任を承諾した。 

 

第４号議案 令和 5 度事業計画（案）・収支予算（案）について 

相澤理事より資料に基づき、プロジェクト事業（登録・認証制度の理解促進と彩の

国 SC ネットワーク正会員増加、部活動の地域移行について考える）、研修会事業

（ステップアップ研修会、YouTube の活用）、クラブ間情報交換事業（クラブミー

ティング 2023 の開催、クラブ間交流大会の開催）、広報活動事業（統一ロゴ、県

内クラブでの共通使用の推進、スポーツフェスティバル 2023 への協力、ホームペ

ージの運用、動画を活用した彩の国 SC ネットワークの事業や加入クラブの PR）、

SC ネットワーク運営事業（定例理事会並びに総会の開催、事業の企画運営に係る

会議の開催、外部会議への出席 関東ブロッククラブネットワークアクション

2023 in 栃木、全国研修会への参加）、登録・認証制度の組織整備（全国の登録・

認証制度の周知と活用の促進、埼玉県における総合型地域スポーツクラブの認証）

について説明があった。 

小川事務局長より資料に基づき、令和 5 年度収支予算書（案）について説明があっ

た。今年度は、公益財団法人埼玉県スポーツ協会から 120 万円の助成金を受けるこ

とになった。（令和 5 年度地域スポーツクラブ推進体制基盤強化事業） 



予備費が膨らんでいることについて、小川事務局長から、法人県民税並びに法人市

民税が発生し更にその延滞料金を納税しなければならならず、予備費から支出する

ためであると説明があった。 

また、小川事務局長から、令和 5 年度収支予算（案）の 2. 事業活動支出の①事業

費 プロジェクト事業費のドローン撮影と広報事業が連携していることと、令和５

年度事業計画の（５）SC ネットワーク運営事業の外部会議への出席で関東ブロッ

ククラブネットワークアクション 2023 について、今年度は栃木県宇都宮市で行わ

れると補足があった。 

 

この後、質疑応答にて、所沢市総合地域スポーツクラブの村田氏から令和 5 年度収

支予算（案）について、事業活動収支の部の事業活動収入計の計算間違いの指摘が

あった。計算に間違いが確認されたため、総会開催中に修正をした。以下、五点の

修正点があった。 

事業活動収支の部  

1. 事業活動収支 事業活動収支計 1,604,000→1,605,000 

         前年度予算額 1,324,000→1,5000,000  

2. 事業活動支出 ④予備費 527,739→328,739 

                  事業活動支出計 予算額 2,652,739→2,652,739 

                  前年度予算額 1,726,494→2,432,422 

修正された資料は、後日小川事務局長によりメールに添付された。 

また、法人市民税の件について質問があったが、これに対し田口代表理事より返答

があった。 

また、ココカラの山口氏より、予算のスケール拡大や新事務局員の是非について質

問があり、これに対し田口代表理事より事務局員選定に至る経緯などの説明があっ

た。また、杉浦理事より、事務局員募集の件について補足があった。 

ここで、田口代表理事より、全クラブへどんな活動をしたいかとの呼びかけがあり、

これに答えたクラブから中学校部活動支援に関わる事業提案があった。 

この後、小川事務局長より、訂正された今年度予算案の口頭で発表があった。 

議長は、上記提案の承認を求めたところ、満場異議なくこれを承認可決した。 

 

第５号議案 事務局移転について 

事務局移転について田口代表理事から、所在地は浦和スポーツクラブ内で変更な

しだが、新たに手配した 2 名の事務局員は、県スポーツ協会内にて勤務すると説

明があった。 

議長は、上記提案の承認を求めたところ、満場異議なくこれを承認可決した。 

 



第 6 号議案 その他 

特になし 

 

３ 報告 

１）令和 4 年度事業報告 

別紙による報告。 

  

２）正会員登録について 

小川事務局長より令和 5 年度の正会員登録について説明があった。 

 

３）登録・認証制度について 

公益財団法人埼玉県スポーツ協会の加藤クラブアドバイザーから、令和 4 年度から

実施されている登録・認証制度についての説明と、令和 5 年度申請の変更点につい

ての説明があった。 

 

４）新規クラブ紹介（3 クラブ） 

・特定非営利活動法人 YTK Sports（朝霞市） 

・サンワ×エナジークラブ（上尾市） 

以上の 2 クラブが欠席のため、次の 1 クラブから紹介があった。 

・特定非営利活動法人 ココカラ（新座市） 山口 明氏よりクラブの概要紹介とソ

フトボール活動について PR があった。 

 

５）その他 

〇プロジェクト事業について 

・中学校運動部活動支援について、欠席の小野崎理事に代わり、別紙の資料「中学

校部活動支援について」を基に小川事務局長より説明があった。これまで少しずつ

進められてきたため、今年度は頻繁に情報共有を行いたいという方針の言及がなさ

れた。 

・ドローンを使ったクラブ紹介について、欠席の太田理事に代わり小川事務局長よ

り説明があった。令和 4 年度分で 2 クラブの動画を作成中、1 クラブは準備中で計 3

クラブの動画を作成予定。令和 5 年度も同様の募集を行う予定。 

〇ステップアップ研修会について、欠席の渡邉理事に代わり、石井理事より説明が

あった。インボイス制度について研修会を開催した。 

〇クラブ間交流事業について、杉浦理事より説明があった。サッカー、バスケット

ボールの交流会を開催。令和 5 年度は、武蔵丘短期大学を会場に開催予定。 

〇指導スタッフ派遣および用具レンタルについて、小林理事より説明があった。今



年度もリストを各クラブに送付し、登録・協力の依頼を行った。 

 

【質問・提案】 

スポーツコミュニティ久喜の松島氏より、埼玉県のスポーツ振興課や埼玉県教育委員会

が実施している中学校の部活動移行に対しての予算化された取り組みでプロジェクトの募

集をかけているようだが、詳細を求める意見が出た。それに対し、県民生活部スポーツ振

興課の尾崎 孝之主査から県が実施する学校部活動実証事業について説明があった。 

 

４ 閉会の言葉    一般社団法人彩の国 SC ネットワーク 副理事長  相澤 和江 

 

【ご挨拶】 

埼玉県県民生活部スポーツ振興課生涯スポーツ担当主査 尾﨑 孝之 様より、ご挨拶を

いただいた。 

また、公益財団法人埼玉県スポーツ協会地域スポーツ支援課長 羽田 聡 様より、ご挨拶

をいただいた。 

 

以上の決議を明確にするため、この議事録を作成し、議長及び出席理事がこれに記名押

印する。 

令和 5 年６月 18 日 

議長  代表理事  田口 嘉章  印 

 

理事  相澤 和江  印 

 

理事  石井 理恵  印 

 

理事  小林 有希  印 

 

理事  杉浦 潤   印 

 

 

 

 


